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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・小ケ口 正壽様～東病棟Ａユニット13号室

【転出】
・中居　敬悦様～東Bユニット2号室→北307号室

・木口　柊太郎様～東Aユニット13号室→西Bユニット29号室

＜患者様情報＞
・長根　瞳様～PSWより情報提供あり、主治医より本人現在腹部症状なく落ち着いているため市民病院への受診はキャンセルとなったと報告ある。

・工藤　孝雄様～明日血液培養指示、また抗生剤はセフトリアキソンからタゾピペへ変更。

・上山　博一様～血液培養の結果から、本日3回目の抗生剤から中止の指示。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。脱衣と着衣繰り返し、着衣維持できず。早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時妄想様言動なし。不穏・興奮なくスタッフ礼節保たれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。各食介助にて全量摂取。口腔内ため込みあるがムセなし。拘束部位の引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・長根　瞳様～身体拘束中。介入時不穏さなく静穏に過ごされている。9:50頭痛訴えあり疼痛時ロキソプロフェン60mg1T内服して頂く。以後身体不調の訴えなし。拘束部位トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察時情報＞
・工藤　孝雄様～仙骨部に褥瘡発生。ゲーベンクリーム＋ガーゼへ処置変更。処置変更に伴いゲーベンクリーム1本処方あり。処置変更に加え、本人の身体状況に合わせ、2時間毎～適宜体位変換を行うようにと指示あり。

・上山　博一様～仙骨部に発赤・びらん一部潰瘍あり。テラマイシン軟膏＋ガーゼの処置追加。処置追加に伴い、テラマイシン軟膏1本処方あり。

・三浦　郁子様～仙骨部～背部の潰瘍壊死組織漸次減少。ゲーベンクリーム＋ガーゼ保護へ処置変更。その他同前処置。

・藪　真弓様～皮膚特変ないが掻痒感の持続を訴える。北村皮膚科処方の外用薬残なし。デルモゾールDPクリーム1本処方となる。

・長浜　厚子様～右ひじに皮膚肥厚落屑局面にあり。本人様より掻痒感の訴えあり。デルモゾールDP軟膏塗布の処置追加。処置追加に伴いデルモゾールDP軟膏1本処方となる。

・他患者様処置内容変更なし。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：小ヶ口　正壽様（こけぐち　まさとし）様
　生年月日：昭和26年4月2日(70歳)
　病　　名：脳血管性認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット13号室

　＜経過＞　
　元々無口な方で、飲酒習慣もあった。令和2年頃糖尿病性の動眼神経麻痺があり、M
RI検査を行った際には脳梗塞の跡があると説明を受けた。令和6年頃より易怒性あり。
糖尿病であるが病識不良で、隠れて食べ物を探したり、過食したりようにもなり家族
が食事について制限するような事や「さっき食べたよ」等と指摘すると怒り出すよう
になった。また、理由は不明だが入浴も拒否するようになった。令和7年には運転が自
身でも不安があり運転免許を返納。同年、赤十字病院でMRI撮影したが音がうるさいと
の理由で施行できず。
令和8年5月25日に尿路感染症で南部町医療センターへ入院してから介護拒否や拒絶が
強く、入院中はほとんど入浴できなかった。スタッフへ対し「うるさい！」「帰れ！
」等の暴言著しく、物を投げつける行為がありリハビリテーション等も拒否するため
治療にならない状況であった。令和8年6月5日自宅退院となってからは幾分落ち着き、
翌日には入浴もしたが何につけても易怒性は変わらず。家族としては認知症の鑑別や
治療、介護保険サービスも利用させたいが、これまでも受診拒否して家族が代理受診
を行っていた経緯からも外来での継続した精神科治療が困難と考え、入院下での鑑別
及び症状改善希望され東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
